
複数業務要因災害

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    疾病、障害または死亡（以下「傷

病等」）をいいます。



付随



　複数業務要因災害とは、複数事業労働者の二以上の事業の業務を要因とする傷病等のこと
をいいます。なお、対象となる傷病等は、脳・心臓疾患や精神障害などです。

　業務上疾病は、労働者が業務に内在する有害因子に接触することによって起こるものであること
から、少なくともその有害因子にさらされた後に発症したものでなければなりません。

　複数事業労働者とは、傷病等が生じた時点において、事業主が同一でない複数の事業場に
同時に使用されている労働者をいいます。
　したがって、労働者として就業しつつ、同時に労働者以外の働き方で就業している者につい
ては、複数事業労働者に該当しません。また、転職等、複数の事業場に同時に使用されてい
ない者についても、複数事業労働者には該当しません。

複数業務要因災害について

① 複数事業労働者に該当すること

　複数の事業場の業務上の負荷（労働時間やストレス等）を総合的に評価して、労災と認定で
きるか判断します。なお、複数事業労働者の方でも、1 つの事業場のみの業務上の負荷を評
価し業務上と認められる場合はこれまで通り業務災害として労災認定されます。

② 複数の事業の業務を要因とする傷病等とは





要介護状態にある配偶者、子、父母、孫、祖父母および兄弟姉妹並びに配偶者の父母の介護
（継続的にまたは反復して行われるものに限る）




